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令和５年第５回仙北市議会定例会の開会にあたり、主な事項につい

て、ご報告させていただきます。 

 

【学校適正配置準備室】  

◇角館小学校と白岩小学校の統合に向けた準備状況について 

１０月１６日、第３回統合準備委員会が開催されました。会議では、重要な

協議事項の一つである統合の時期について、令和７年４月とすることで意

見がまとまりました。また、通学体制については白岩地区にスクールバスを

運行することや統合前の学校間交流計画などについても協議が行われまし

た。 

これらを含め予定している全ての協議事項は、来年１月を目処に整えるこ

とを目指し進められています。協議が整えば、その結果は報告書にまとめら

れ、統合準備委員会から教育委員会に提出される予定です。教育委員会

では、その報告を踏まえ、統合に関わる手続きや準備を進めたいと考えてい

ます。 

 

【学校教育課】  

◇ＷＲＯ(WORLD ROBOT OLYMPIAD) JAPAN 2023 について 

８月８日、横手清陵学院高等学校でＷＲＯ  JAPAN 2023 秋田県大

会が開催され、西明寺小学校  菊田大雅（きくた たいが）さん、渡部優人

（わたなべ ゆうと）さん、佐藤駿人（さとう はやと）さんのチームが第１位と

なりました。ＷＲＯは、「ワールド ロボット オリンピアド」の略で、世界中の

子どもたちが各々ロボットを製作し、プログラムにより自動制御する技術を

競う国際ロボット競技会です。第１位の３人は、８月２６日、東京都で開催さ

れた決勝大会に参加し、健闘しました。 

 

◇ジャベリックスロー秋田県選手選考競技会について 

８月２６日、秋田県営陸上競技場で第５４回Ｕ16（アンダー16）陸上競技

大会の秋田県選手選考競技会が開催されました。ジャベリックスロー女子

の部において、神代中学校３年石川才稀（いしかわ さき）さんが優勝しまし
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た。ジャベリックスローとは、ジャベリックという機具を投げる競技で、高校以

上のやり投げに通じるものです。石川さんは、１０月２２日に愛媛県総合運

動公園で開催された第５４回Ｕ16 陸上競技大会に出場しました。 

 

◇高円宮（たかまどのみや）杯第７５回全日本中学校英語弁論大会秋田

県大会について 

９月１２日、秋田県生涯学習センターで高円宮（たかまどのみや）杯第７５

回全日本中学校英語弁論大会秋田県大会が開催されました。大曲仙北の

代表として、暗唱の部に出場した神代中学校２年小原理子（おはら りこ）さ

んが最優秀賞を受賞し、１１月２日に青森県八戸市で開催された東北大会

に出場しました。 

 

◇大曲仙北中学校新人総合体育大会について 

９月第３週から第５週にかけて、大曲仙北中学校新人総合体育大会が

開催されました。 

卓球団体戦では、男子で桧木内中学校が優勝、女子で西明寺中学校が

第２位となりました。バスケットボールでは、女子で角館中学校が第２位、男

子で角館中学校が第３位となりました。野球では生保内中学校・神代中学

校の合同チームが第２位、西明寺中学校・西仙北中学校の合同チームが第

３位となりました。柔道の女子団体戦では神代中学校が第２位、ソフトテニ

スの男子団体戦では西明寺中学校が第３位、剣道の男子団体戦では角館

中学校が第３位となりました。各種目個人戦でも多数の入賞者が出ており

ますが、別紙をご覧ください。 

 

◇秋田県学校関係緑化コンクールについて 

令和５年度秋田県学校関係緑化コンクールの学校環境緑化の部におい

て、神代小学校が秋田県知事賞を受賞しました。なお、全日本学校関係緑

化コンクール「学校環境緑化の部」への推薦も決定しております。 
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◇あきたキッズプログラミングアワードについて 

１０月２２日に秋田市で開催されたあきたキッズプログラミングアワードに

おいて、西明寺小学校６年傳農紅雪（でんのう こゆき）さんがアイデア部門

で優勝しました。 

 

◇大曲仙北教育研究会秋季研究会について 

１０月２６日、神代小学校・中学校を会場に特別活動研究大会、西明寺

中学校を会場に進路指導研究大会、桧木内小学校・中学校を会場に学校

図書館教育研究大会が開催されました。いずれの会場の授業でも、タブレッ

トを活用してお互いの考えを共有できる場が設定され、ねらいにせまろうと

する使い方がなされていました。どの学校でも生き生きと活躍する子どもの

姿が見られ、参加した教員からは、「お互いを認め合い、学び合おうとするよ

い雰囲気が作り上げられている」と評価を受けました。 

 

◇マーチングバンドにおける児童の活躍について 

１１月３日に開催された第５２回マーチングバンド・バトントワ-リング東北

大会で、角館小学校金管バンド部ドリームハーモニーが金賞を受賞しました。

この結果、１２月９日にさいたま市で開催される全国大会に出場します。 

 

◇秋田県中学校秋季体育大会について 

１１月３日、４日に開催された秋田県中学校秋季体育大会柔道競技にお

いて、女子団体戦で神代中学校が第２位、女子個人戦５７ｋｇ級で神代中

学校の佐藤伊咲季（さとう  いさき）さん、同じく７０ｋｇ級で神代中学校の

佐藤亜耶希（さとう あやね）さんがそれぞれ優勝しました。 

 

【北浦教育文化研究所】 

◇令和５年度仙北市教育研究会研究大会について 

１１月２日、令和５年度仙北市教育研究会研究大会が開催されました。こ

れは、仙北市の教育の更なる質的向上を目指して、市内小・中学校の全て
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の先生方が授業参観をしあい、研修するものです。今年度は生保内小学

校・中学校を会場として実施しました。 

学校教育では、社会の変化に主体的に向き合い、よりよい社会と幸福な人生

の創り手となる子どもを育てていくことが求められています。そこで、市全体のテ

ーマを「“「問い」を発する子ども”の育成  思考を広げ、深めることのできる

言語活動の工夫  ～安心して意見を交換できる共感的な集団づくりを土台

として～」と据えて全小・中学校で取り組んでいます。本大会はその集大成

の意味合いをもつものでした。これまでの積み重ねの成果が表れた授業が

展開され、特に ICT の利活用は昨年度よりもさらにレベルアップしていまし

た。 

 

◇学校運営協議会制度（コミュニティスクール）の順次導入について 

学校運営協議会は、保護者や地域住民の意見を学校運営に反映し、地

域とともにある学校づくりを実現するための仕組みです。現在仙北市では市

内各校に学校運営協議会制度を順次導入し、地域と学校の「協働体制」の

構築・強化を行っています。今年度は西明寺小学校・中学校で導入したこ

とにより、コミュニティスクールへと移行しました。令和６年度は角館地区、神

代地区、令和７年度は生保内地区、桧木内地区に順次導入していく予定で

あり、現在地域への説明を行っているところです。 

 

【生涯学習課】  

◇東北地区社会教育委員連絡協議会表彰について 

10月13日、令和５年度東北地区社会教育研究大会が開催され、社会

教育委員の藤村榮一（ふじむら  えいいち）さんが、東北地区社会教育委

員連絡協議会表彰を受賞されました。 

仙北市発足以来、長きにわたり社会教育委員として、地域の社会活動や

仙北市社会教育中期計画策定の中心として積極的に取り組み、仙北市の

社会教育の振興と発展に尽力されたことが評価され、今回の受賞となりまし

た。 
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【公民館】  

◇仙北市文化祭について 

仙北市文化祭が各地区で開催されました。角館地区は１０月１４日、１５

日の両日角館交流センターで、田沢湖地区は１０月２１日、２２日の両日田

沢湖総合開発センターで、西木地区は１１月３日に西木総合開発センターで

開催され、各地区の文化祭実行委員会や芸術文化団体、学校等が一丸と

なり取り組みました。 

期間中は作品展示や芸能発表が披露されたほか、ものづくり体験コーナ

ーや農産物・加工品などの販売も行われ、３地区あわせて延べ１ ,00０人ほ

どが来場し、芸術文化に親しんでいただきました。 

 

◇2023 角館公民館伝統芸能ミニフェス秋の陣について  

１１月４日、２回目となります２０２３角館公民館伝統芸能ミニフェス秋の

陣を開催し約２００人の方々に楽しんでいただきました。 

当日はあいにくの雨で、予定していた小野崎家の書院ではなく、角館武

道館での開催になりましたが、秋田民謡や秋田おばこの手踊りなどが披露さ

れ、外国人観光客を含む大勢の観客は、秋田の伝統芸能と紅葉に染まる

武家屋敷の共演を堪能されていました。 

 

【学習資料館・イベント交流館】   

◇展示会について 

新潮社記念文学館では９月１日から１１月１９日まで、日本民藝協会の創

始者  柳宗悦（やなぎ むねよし）やその関係者の著書を展示するとともに、

昭和１７年から３年間行われた樺細工伝習会を機縁に角館を訪れた方や、

ゆかりの人々の事績を紹介する企画展「角館と民藝」を開催し、会期中の

入館者数は８５８人でした。 

また、１２月３日から開催する「新館蔵品展（しんかんぞうひんてん）」では、

新潮社が出版した書籍の装幀（そうてい）や挿絵などを描いた日本画家  

山田申吾（やまだ しんご）の原画を中心に展示します。是非ご覧ください。

会期は３月１９日までです。 
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【平福記念美術館】   

◇企画展「第３回はんぽの会日本画展」について 

１０月３日から１１月１２日まで、企画展「第３回はんぽの会日本画展」を開

催しました。院展の重鎮作家  伊藤髟耳（いとう ほうじ）先生を中心とする

日本画研究会のメンバー（主に秋田県出身者）によるグループ展で、メンバ

ーの個性あふれる日本画作品約５０点を展示しました。紅葉の季節が重な

ったこともあり、多くの方に作品を観ていただくことができました。会期中の

入館者数は１，１９２人でした。 

 

以上、教育行政に関する報告を申し上げましたが、本定例会に提案し

ております教育関係議案につきまして、慎重審議のうえ、ご可決賜りますよ

うお願い申し上げ、教育行政報告といたします。 


